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論文審査結果の要旨 

 新型コロナ感染症流行にともない致死率が高い信仰感染症に医療従事者が従事する際

二重手袋、および備蓄手袋の劣化が問題となる状況を認め手袋の連続使用、温度以外の劣

化について検討が求められていた。 

西川美由紀氏は実際に市販されている医療用ニトリル手袋を対象に物理的な劣化程度を評価

する引張試験を立案し、連続アルコール手指消毒による医療用ニトリル手袋の劣化に関する検討

を行った。このモデルは広く知られている温度上昇に伴う医療用ニトリル手袋劣化にも応用可能で

ある。今回市販されている医療用ニトリル手袋の連続アルコール手指消毒の連続使用回数等の具

体的な数値を示した新規性を有する研究である。 

上記の内容について 3 名の審査において確認し、博士号にふさわしい内容であると認めた。 
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